
金武町イメージキャラクタ―
金武タームくん

第 号第158

議会だより

沖縄県金武町
き　 ん ちょう

号
発　行：令和元年9月3日

◆発行：金武町議会　◆編集：議会広報調査特別委員会
〒904-1292　沖縄県国頭郡金武町字金武１番地　NTT098－968－2292　有線電話８－2292

金武町公式ホームページ http://www.town.kin.okinawa.jp 金武町議会メールアドレス gikai@town.kin.okinawa.jp

子ども達が安心・安全に遊べるすべり台やアスレチック遊具等、複合遊具が充実した金武児童公園
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一般質問
　伊藝菊博／安富信武／伊藝髙志／前田健次／吉野　潤／伊藝直樹／外間慎仁
　伊芸政男／仲村広美／大城一之／池原政文／松田義政／崎浜秀幸
令和元年第２回（６月）定例会
町村議会議員・事務局職員研修会

きんてん（均霑）とは…「均しく霑う」という意味で、町民が等しく行政の恩恵を受けられるよう町民代表の議決機関の使命を踏
まえて昭和 55年の発行第 1号の際に命名しました
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伊
藝
議
員
　
養
豚
場
か
ら
の
臭

気
を
定
期
的
に
測
定
し
た
こ
と

が
あ
る
か
。

仲
間 

一 

町
長
　
平
成
28
年
度

か
ら
県
が
臭
い
セ
ン
サ
ー
測
定

器
を
用
い
て
定
期
的
に
養
豚
団

地
内
を
測
定
し
て
お
り
、
養
豚

農
家
へ
基
準
値
を
示
し
、
数
値

の
高
い
場
所
の
臭
気
対
策
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
豚
の
不
慮
の
事
故

に
よ
る
死
骸
は
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
敷
地
内
で
の
焼
却
や
投

棄
等
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
法

令
に
基
づ
き
南
部
に
あ
る
化
製

場
で
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
県

か
ら
生
産
農
家
、
預
託
業
者
へ

行
政
指
導
中
で
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
近
隣
市
町
村
等
の

視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

町
長
　
近
隣
市
町
村
等
の
担
当

者
と
情
報
交
換
を
行
い
、
県
か

ら
他
市
町
村
の
事
例
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
が
あ
り
、
町
の
取

組
み
の
参
考
と
し
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
養
豚
の
悪
臭
対
策

に
関
す
る
費
用
は
過
去
10
年
間

で
幾
ら
か
。

町
長
　
Ｅ
Ｍ
菌
や
飼
料
に
混
ぜ

て
使
用
す
る
混
合
飼
料
、
光
合

成
菌
等
の
悪
臭
対
策
物
品
購
入

費
と
し
て
約
４
２
９
３
万
円
、

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
６
台
に
よ
る

家
畜
ふ
ん
尿
処
理
費
と
し
て
約

１
億
４
６
３
３
万
５
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
も
う
一
度
こ
の
臭

い
の
原
因
を
突
き
止
め
て
農
家

へ
の
徹
底
指
導
や
周
辺
の
整

備
、
悪
臭
の
場
所
住
宅
周
辺
の

徹
底
調
査
を
し
て
ほ
し
い
が
。

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長

畜
舎
の
環
境
衛
生
、
し
尿
処
理

の
問
題
、
豚
舎
周
辺
の
環
境
対

策
、
畜
産
農
家
の
指
導
を
し
な

が
ら
、
区
長
や
地
域
の
方
に
随

時
報
告
を
し
な
が
ら
取
組
ん
で

い
く
。

伊
藝
議
員
　
う
る
ま
市
と
金
武

町
の
境
界
で
あ
る
ク
ラ
川
は
ど

こ
が
管
理
し
て
る
か
。

町
長
　
県
の
管
理
と
な
っ
て
い

る
。

伊
藝
議
員
　
屋
嘉
12
班
は
ク
ラ

川
に
近
く
、
土
砂
崩
れ
も
起
き

て
い
る
が
現
場
を
確
認
し
た
こ

と
は
あ
る
か
。

宝 

正
徳
　
建
設
課
長
　
防
護

柵
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
再
度
確
認
を

し
て
町
が
で
き
る
対
策
は
や
っ

て
い
き
た
い
。

伊
藝
議
員
　
金
武
町
に
河
川
は

何
カ
所
あ
る
か
。

町
長
　
町
が
管
理
し
て
い
る
の

は
７
河
川
で
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
土
砂
等
が
堆
積
し

浚
渫
し
な
い
と
い
け
な
い
河
川

は
何
カ
所
あ
る
か
。

町
長
　
屋
嘉
区
の
前
田
川
、
渡

久
比
那
川
、
伊
芸
区
の
美
徳
川

の
３
河
川
は
定
期
的
な
浚
渫
が

必
要
な
河
川
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
台
風
で
洪
水
が

あ
っ
た
場
合
、
決
壊
の
恐
れ
が

あ
る
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
し
て

い
る
か
。

建
設
課
長
　
町
内
に
危
険
な
場

所
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
調
査
を

し
て
早
急
に
対
応
で
き
る
分
に

つ
い
て
は
対
応
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
特
別
支
援
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
伊
芸
、
屋
嘉

ま
で
来
な
い
が
、
町
は
通
学
費

の
補
助
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ

る
か
。

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長
　
平

成
25
年
度
か
ら
介
護
タ
ク
シ
ー

等
の
利
用
に
係
る
保
護
者
負
担

を
全
額
補
助
し
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
今
後
の
見
解
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
適
切
な

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
特
別

支
援
学
校
通
学
費
の
支
給
を
継

続
し
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

仲
間 

一 

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長

建
設
課
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

町
長

町
長

糸
村
昌
敏
　農
林
水
産
課
長

宝 

正
徳
　建
設
課
長

伊藝  菊博　議員

養 

豚 

場 

悪 

臭 

問 

題

河
　川
　管
　理

特
別
支
援
学
校
通
学

（
※
質
問
順
に
掲
載
し
、
質
問
・
答
弁
は
要
約
）

令
和
元
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会

（金武町議会だより）きんてんきんてん

一
般
質
問

バキュームカーによる汲み取り

うるま市と金武町の境界クラ川
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金
武
町
内
の
交
通
事
情

（金武町議会だより）きんてんきんてん
安
富
議
員
　
高
速
出
入
口
側
と

国
道
３
２
９
号
側
の
交
差
点
の

通
行
車
両
の
台
数
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
６
月
12
日
朝

６
時
〜
８
時
半
に
交
通
量
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
金
武
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
口
付
近

の
伊
芸
か
ら
金
武
向
け
は
１
８

０
０
台
、
同
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
国
道
３
２
９
号
へ
合
流

す
る
の
は
１
０
０
０
台
、
合
計

２
８
０
０
台
と
な
っ
て
い
る
。

安
富
議
員
　
金
武
向
け
に
進
行

す
る
車
両
台
数
及
び
割
合
は
。

町
長
　
進
行
方
向
別
の
台
数
及

び
割
合
は
ゲ
ー
ト
46
へ
続
く
石

川
進
入
路
の
交
通
量
は
４
４
０

台
で
約
15
％
、
金
武
パ
イ
パ
ス

渡
慶
頭
原
交
差
点
の
右
折
は
９

１
０
台
で
約
33
％
、
国
道
３
２

９
号
へ
直
進
す
る
の
は
１
５
０

０
台
で
約
52
％
と
な
っ
て
い

る
。

安
富
議
員
　
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
に
入
る
割
合
は
調
べ
た

か
。

金
城 

司 

企
画
課
長
　
ゲ
ー
ト

46
か
ら
石
川
進
入
路
に
入
る
車

と
第
１
ゲ
ー
ト
に
入
る
車
、
両

方
合
わ
せ
る
と
約
37
％
の
車
が

キ
ャ
ン
プ・ハ
ン
セ
ン
に
入
る
。

安
富
議
員
　
金
武
中
学
校
の
登

校
時
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
か
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
金
武
バ

イ
パ
ス
の
開
通
後
は
、
始
発
と

２
本
目
ま
で
の
バ
ス
に
乗
車
し

て
登
校
時
間
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
生
徒
は
い
な
い
が
、
交

通
量
は
年
間
を
通
し
て
変
動
し

て
い
る
た
め
４
月
〜
６
月
の
３

カ
月
の
状
況
で
交
通
渋
滞
が
解

消
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
今
後
も
継
続
し
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。

安
富
議
員
　
夕
方
、
屋
嘉
方
面

へ
の
車
線
は
バ
イ
パ
ス
開
通
の

影
響
を
受
け
ず
、
依
然
と
し
て

混
雑
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な

改
善
策
を
企
画
し
て
い
る
か
。

町
長
　
朝
夕
の
渋
滞
解
消
並
び

に
国
道
３
２
９
号
の
４
車
線
化

の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い

く
。

安
富
議
員
　
２
０
１
６
年
11
月

頃
に
報
道
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
で
発
生
し
た
71
件
の

有
害
物
質
事
故
の
内
容
は
。

町
長
　
２
０
０
４
年
〜
２
０
１

６
年
の
間
に
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
内
に
お
い
て
有
害
物
質
に

絡
む
事
故
が
71
件
発
生
し
、
う

ち
６
件
は
車
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

液
が
修
理
施
設
で
こ
ぼ
れ
一
部

が
海
へ
流
れ
基
地
外
へ
の
影
響

が
あ
っ
た
が
、
国
や
町
へ
報
告

が
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

安
富
議
員
　
町
の
見
解
は
。

町
長
　
沖
縄
県
と
基
地
所
在
市

町
村
で
構
成
す
る
沖
縄
県
軍
用

地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協
議

会
に
お
い
て
、
定
期
的
に
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し

や
本
件
に
関
連
の
要
請
と
し

て
、
日
米
地
位
協
定
の
環
境
条

項
を
新
設
し
国
内
法
を
適
用
す

る
こ
と
や
事
件
・
事
故
の
際
の

速
や
か
な
基
地
内
へ
の
立
ち
入

り
を
認
め
る
こ
と
等
を
強
く
要

請
し
て
い
る
。

安
富
議
員
　
今
後
の
対
策
は
。

町
長
　
米
軍
基
地
内
で
発
生
す

る
事
故
等
に
よ
る
有
害
物
質
の

流
出
が
発
生
し
た
場
合
は
、
環

境
補
足
協
定
に
基
づ
き
日
米
合

同
委
員
会
を
通
じ
て
原
因
究
明

及
び
事
故
防
止
対
策
を
徹
底
す

る
よ
う
対
応
を
し
て
い
く
。

安
富
議
員
　
現
在
の
中
川
ご
み

捨
て
場
は
以
前
ア
メ
リ
カ
の
ご

み
捨
て
場
だ
っ
た
が
そ
の
辺
り

の
水
質
調
査
は
し
た
こ
と
あ
る

か
。

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長
　
平

成
28
年
〜
29
年
に
検
査
を
行
っ

た
が
異
常
な
数
値
は
な
か
っ

た
。

安
富
議
員
　
億
首
川
の
水
質
検

査
は
し
た
こ
と
あ
る
か
。

企
画
課
長
　
十
数
年
前
に
検
査

を
行
っ
た
時
に
は
環
境
基
準
は

ク
リ
ア
し
て
い
る
。
今
後
は
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
調
査
も
し
て
い

く
。

仲
間
一 

町
長

安富  信武　議員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

企
画
課
長

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長

金
城 

司
　企
画
課
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

町
長

キ
ャ
ン
プ・ハ
ン
セ
ン
内
の

環
境
汚
染
物
質
へ
の
対
応

金武バイパスを利用する車両
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

伊藝  髙志　議員

金
武
町
の
墓
地
等
対
策

農
　業
　振
　興

他
の
市
町
村
の
水
道
水

か
ら
の
有
害
物
質

伊
藝
議
員
　
町
の
墓
地
団
地
の

現
状
は
。

仲
間
一 

町
長
　
墓
地
団
地
は

現
在
ほ
ぼ
全
て
設
置
が
許
可
さ

れ
て
い
る
。

伊
藝
議
員
　
無
縁
墓
の
状
況

は
。

町
長
　
調
査
を
実
施
し
た
こ
と

が
な
く
、把
握
で
き
て
い
な
い
。

伊
藝
議
員
　
墓
の
集
約
構
想
は

あ
る
か
。

町
長
　
今
後
建
設
さ
れ
る
墓
が

散
在
し
な
い
よ
う
、
各
区
に
墓

地
が
比
較
的
集
中
し
て
い
る
区

域
を
墓
地
区
域
指
定
案
と
し
て

集
約
し
て
い
く
考
え
で
調
整
し

て
き
た
が
、
地
域
や
地
主
等
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
計
画
を
見

送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

伊
藝
議
員
　
共
同
墓
の
構
想
は

あ
る
か
。

町
長
　
町
は
新
た
な
霊
園
墓
地

の
整
備
計
画
は
な
い
た
め
、
民

間
業
者
と
新
た
な
墓
地
整
備
及

び
共
同
墓
の
建
設
等
が
可
能
か

調
整
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
墓
を
引
き
継
ぐ
人

が
い
な
い
場
合
は
。

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長
　
そ

の
場
合
は
速
や
か
に
移
動
し
て

も
ら
う
こ
と
で
墓
の
区
画
を
空

け
れ
る
た
め
、
対
象
者
が
い
な

い
か
調
査
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
町
の
検
査
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
水
道
法
に
基
づ
い
た
水

質
検
査
を
各
地
区
で
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
に
汚
染
物
質
の
検
出

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

伊
藝
議
員
　
検
査
の
内
容
は
。

伊
藝 

誠 

上
下
水
道
課
長
　
濁

度
、
臭
度
、
色
度
、
残
留
塩
素

の
検
査
を
３
６
５
日
検
査
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
、１
カ
月
、３
カ
月
、

１
年
ご
と
の
検
査
も
行
っ
て
い

る
。

伊
藝
議
員
　
基
地
内
へ
の
立
ち

入
り
検
査
は
。

町
長
　
日
米
間
で
環
境
補
足
協

定
が
締
結
さ
れ
た
後
に
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
事
例
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
立
ち
入
り

検
査
は
実
施
し
た
こ
と
が
な

い
。

伊
藝
議
員
　
過
去
に
汚
染
物
質

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

か
。

町
長
　
河
川
等
は
、
十
数
年
前

ま
で
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
汚

染
物
質
等
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
が
県
内
に
お
い
て
、
検
査
対

象
外
で
あ
っ
た
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら

再
度
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
過
去
に
町
が
重
点

的
に
指
導
し
て
き
た
農
畜
産
物

は
。

町
長
　
花
卉
、
果
樹
、
養
豚
、

肉
用
牛
が
あ
り
、
生
産
向
上
を

図
る
た
め
に
国
・
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
ハ
ウ
ス
導
入
や

機
械
化
を
推
進
、
所
得
向
上
に

向
け
て
取
組
ん
で
き
た
。

伊
藝
議
員
　
農
家
の
所
得
向
上

を
図
る
上
で
新
し
い
農
畜
産
物

の
導
入
計
画
は
あ
る
か
。

町
長
　
パ
イ
ン
は
県
が
開
発
し

た
優
良
品
種
で
あ
る
「
サ
ン
ド

ル
チ
ェ
」
の
苗
を
導
入
し
、
農

家
と
連
携
し
て
苗
の
増
産
を
図

り
普
及
を
推
進
し
て
い
る
。

　
水
稲
は
国
と
県
が
県
産
長
粒

種
米
を
原
料
使
用
し
た
琉
球
泡

盛
の
国
外
輸
出
事
業
「
琉
球
泡

盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
計
画
し
て
米
の
品
種
導

入
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
畜
産
分
野
は
金
武
町
優
良
繁

殖
雌
牛
導
入
事
業
を
行
い
、
安

定
し
た
素
牛
生
産
地
の
確
立
を

図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
推
進

す
る
こ
と
で
農
家
の
所
得
向
上

に
向
け
取
組
ん
で
い
く
。

伊
藝
議
員
　
町
の
構
想
し
て
い

る
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
へ
の
農

畜
産
物
供
給
体
制
は
。

農
林
水
産
課
長
　
建
設
計
画
が

あ
る
観
光
交
流
物
産
セ
ン
タ
ー

に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え

て
、
農
家
と
町
が
連
携
し
な
が

ら
農
産
物
の
生
産
が
向
上
で
き

る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
。

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

農
林
水
産
課
長

仲
間 

一 

町
長

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長

伊
藝 

誠 

上
下
水
道
課
長

水質検査

パインの優良品種「サンドルチェ」
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ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地

開
発
の
現
状
や
展
望

前田  健次　議員

国
道
３
２
９
号
の
４
車
線
化

屋
嘉
地
区
自
主
防
災
会
の

備
蓄
倉
庫
の
整
備

前
田
議
員
　
う
る
ま
市
〜
金
武

町
区
間
国
道
３
２
９
号
の
４
車

線
化
に
つ
い
て
の
現
状
と
計
画

実
施
は
。

仲
間
一 

町
長
　
沖
縄
総
合
事

務
局
、
北
部
国
道
事
務
所
、
沖

縄
防
衛
局
、沖
縄
県
警
察
本
部
、

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及

び
本
町
で
構
成
す
る
「
金
武
地

区
渋
滞
対
策
検
討
委
員
会
」
が

設
立
さ
れ
、
渋
滞
の
緩
和
策
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
。

前
田
議
員
　
委
員
会
が
行
わ
れ

た
の
は
い
つ
頃
か
。

金
城 

司 

企
画
課
長
　
沖
縄
総

合
事
務
局
開
発
建
設
部
が
主
体

と
な
っ
て
今
年
の
３
月
１
２
日

に
１
回
実
施
し
た
。

前
田
議
員
　
今
の
交
通
渋
滞
を

解
消
し
て
い
く
に
は
、
早
期
の

着
工
と
工
期
の
短
縮
を
考
え
る

と
、
湾
岸
道
路
の
建
設
も
１
つ

の
案
だ
と
考
え
る
が
町
の
見
解

は
。

町
長
　
４
車
線
化
要
請
の
中
の

１
つ
と
し
て
湾
岸
道
路
と
い
う

含
め
た
提
案
は
し
て
い
く
が
、

当
初
の
目
的
で
あ
る
４
車
線
化

を
前
提
に
行
動
を
し
て
い
く
。

前
田
議
員
　
ギ
ン
バ
ル
地
域
の

総
合
開
発
計
画
は
。

町
長
　
町
は
海
浜
公
園
整
備
、

多
目
的
屋
内
運
動
場
の
施
設
の

整
備
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
民
間
に
よ
る
温
泉
・
宿

泊
施
設
、
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設

等
の
計
画
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
事
業
導
入
に
よ
り
、
１
０
０

名
以
上
の
雇
用
実
績
と
今
後
の

民
設
民
営
に
よ
る
事
業
展
開
に

よ
り
９
０
０
名
程
度
の
雇
用
の

場
の
創
出
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

前
田
議
員
　
今
後
の
同
地
域
に

お
け
る
展
望
、
活
動
メ
ニ
ュ
ー

は
。

町
長
　
未
利
用
地
開
発
は
町
内

で
働
き
た
い
方
々
へ
の
雇
用
の

場
の
創
出
と
地
域
活
性
化
を
目

的
に
、
同
地
区
と
町
全
体
の
現

状
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
波
及
効

果
の
あ
る
事
業
の
構
想
を
改
め

て
策
定
し
て
い
く
。

前
田
議
員
　
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場

跡
地
で
楽
し
め
る
自
然
体
験
を

活
用
で
き
な
い
か
。

安
富
祖
勧
　
商
工
観
光
課
長
　

自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー
等
も
含
め

て
事
業
導
入
を
行
っ
て
い
く
。

前
田
議
員
　
施
設
の
建
設
場
所

は
。

町
長
　
屋
嘉
区
及
び
屋
嘉
地
区

自
主
防
災
会
と
災
害
時
に
お
け

る
資
機
材
等
の
活
用
を
踏
ま
え

て
、
最
終
的
な
場
所
を
決
定
し

て
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

前
田
議
員
　
場
所
は
い
つ
頃
決

め
る
予
定
か
。

安
富
祖
昇
　
総
務
課
長
　
８
月

ま
で
に
は
選
定
し
て
い
く
。

前
田
議
員
　
施
設
の
規
模
は
。

町
長
　
幅
５
・
７
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
き
３
メ
ー
ト
ル
、高
さ
２
・

８
メ
ー
ト
ル
の
防
災
備
蓄
倉
庫

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

前
田
議
員
　
収
納
品
目
は
。

町
長
　
発
電
機
、
リ
ヤ
カ
ー
、

レ
ス
キ
ュ
ー
マ
ッ
ト
、
四
つ
折

り
担
架
等
で
あ
る
。

前
田
議
員
　
緊
急
を
要
す
る
食

料
、
飲
料
水
等
の
備
蓄
は
ど
れ

ぐ
ら
い
の
予
定
か
。

総
務
課
長
　
３
〜
４
日
分
の
備

蓄
食
料
を
配
備
し
て
い
く
。

仲
間
一 

町
長

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

前
田
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

金
城 

司 

企
画
課
長

安
富
祖
勧
　商
工
観
光
課
長

安
富
祖
昇
　総
務
課
長

総
務
課
長

屋嘉区内の国道329号（8月20日17時ごろ）

今後の開発に期待がかかるギンバル訓練場跡地

備蓄食料

そ
の
他
の
質
問
事
項

外
来
ヘ
ビ
駆
除
の
対
策
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吉野　潤　議員

観
光
産
業
の
推
進
と

そ
れ
に
伴
う
観
光
公
害

町 

営 

団 

地 

の 

管 
理

吉
野
議
員
　
中
川
、
屋
嘉
団
地

の
管
理
状
況
と
今
後
の
長
寿
命

化
に
向
け
た
取
組
み
は
。

仲
間
一 

町
長
　
築
年
数
33
年

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
外
壁

の
剝
離
や
ひ
び
割
れ
等
に
よ
り

劣
化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
が

あ
る
た
め
そ
の
都
度
修
繕
を
行

い
、長
寿
命
化
を
図
っ
て
き
た
。

吉
野
議
員
　
建
替
え
の
計
画

は
。

町
長
　
建
築
中
の
中
川
第
４
団

地
完
了
後
に
老
朽
化
し
た
屋
嘉

団
地
の
建
替
え
に
向
け
取
組
ん

で
い
く
。

吉
野
議
員
　
団
地
は
ど
こ
が
管

理
し
て
い
る
の
か
。

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長
　

　
町
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

吉
野
議
員
　
入
居
者
か
ら
の
相

談
や
団
地
の
見
回
り
は
。

住
民
生
活
課
長
　
ほ
ぼ
毎
日
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
た
め
見
回
り

も
行
っ
て
い
る
。

吉
野
議
員
　
入
居
者
選
考
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

住
民
生
活
課
長
　
副
町
長
を
筆

頭
に
役
場
の
各
課
長
と
な
っ
て

い
る
。

吉
野
議
員
　
屋
嘉
区
で
は
近
年

民
泊
等
を
目
的
と
し
た
レ
ン
タ

ル
ハ
ウ
ス
等
が
多
く
あ
り
、
ご

み
問
題
や
夜
中
の
騒
音
で
近
所

の
住
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
が

町
の
対
策
は
。

町
長
　
同
宿
泊
施
設
等
の
利
用

増
に
よ
り
、
一
部
ご
み
収
集
や

騒
音
等
の
影
響
が
あ
る
と
確
認

を
し
て
い
る
た
め
、
問
題
の
抑

制
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携

し
て
家
主
や
事
業
者
等
へ
の
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

吉
野
議
員
　
こ
れ
ま
で
指
導
は

行
っ
た
か
。

安
富
祖
勧
　
商
工
観
光
課
長
　

指
導
は
行
っ
て
な
い
た
め
調
査

を
し
て
文
書
で
注
意
を
促
し
て

い
く
。

吉
野
議
員
　
こ
れ
ま
で
町
に
ト

ラ
ブ
ル
や
苦
情
が
来
た
こ
と
は

な
い
か
。

住
民
生
活
課
長
　
ご
み
処
理
関

係
の
苦
情
が
来
て
い
る
。
ご
み

ポ
ス
タ
ー
の
英
語
版
も
あ
る
た

め
外
国
人
観
光
客
に
も
周
知
し

て
い
く
。

吉
野
議
員
　
観
光
客
が
訪
れ
る

影
響
と
し
て
、
交
通
渋
滞
や
騒

音
、
ご
み
問
題
、
治
安
の
悪
化

な
ど
地
域
の
方
と
連
携
を
取
っ

て
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取

組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
。

商
工
観
光
課
長
　
指
導
体
制
や

苦
情
に
関
す
る
連
絡
体
制
を
整

え
て
、
町
か
ら
関
係
者
に
指
導

で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い

く
。

吉
野
議
員
　
町
は
観
光
客
の
集

客
を
考
え
る
上
で
住
民
に
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
体
制
を

整
え
て
金
武
町
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
ほ
し
い
が
。

商
工
観
光
課
長
　
金
武
町
に
来

る
方
や
受
け
入
れ
る
方
が
、
観

光
産
業
に
良
い
結
果
に
な
れ
る

よ
う
住
民
へ
の
情
報
提
供
等
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

仲
間
一 

町
長

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

町
長

町
長

儀
間 

権 

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

安
富
祖
勧
　商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

昭和59年完成の屋嘉団地

ごみの分別のポスター（英語版）
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伊藝  直樹　議員

中 

　川
　 区

農
　業
　振
　興

伊
藝
議
員
　
銀
原
バ
ス
停
か
ら

中
川
入
口
バ
ス
停
に
向
か
っ
て

歩
道
側
の
法
面
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ひ
び
割
れ
を
し
て
い
る
。

歩
道
に
は
雑
草
が
茂
っ
て
い
る

状
態
で
児
童
生
徒
の
通
学
時
や

歩
行
者
は
車
道
に
出
て
歩
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
危
険
な
場
所

に
な
っ
て
い
る
。
町
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

仲
間
一
　
町
長
　
沖
縄
総
合
事

務
局
と
の
国
土
交
通
行
政
に
関

す
る
懇
談
会
に
お
い
て
、
国
道

３
２
９
号
の
屋
嘉
か
ら
中
川
区

間
の
歩
道
や
緑
地
帯
等
の
草
刈

り
を
要
請
し
、
早
急
な
対
応
を

行
う
と
回
答
を
得
て
い
る
。

　
法
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剝
離
は

北
部
国
道
事
務
所
へ
確
認
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
や
歩
行
者
へ

の
安
全
対
策
が
取
れ
る
よ
う
取

組
ん
で
い
る
。

伊
藝
議
員
　
中
川
小
学
校
前
は

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
標
識
が
小
さ
く
見

え
に
く
い
。
そ
の
付
近
を
カ

ラ
ー
舗
装
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
園
児
・

児
童
の
通
学
に
係
る
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
表
示
方
法
等
を

検
討
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は

錆
び
て
折
れ
て
い
る
た
め
危
険

だ
が
確
認
し
た
か
。

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長
　
ど

の
よ
う
な
状
況
か
確
認
し
、
早

急
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
中
川
区
内
に
は
児

童
生
徒
の
通
学
路
に
一
部
横
断

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が

町
は
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長
　
国
道
３
２
９
号
の
ギ
ン

バ
ル
交
差
点
は
山
手
側
へ
向
か

う
町
道
中
川
１
号
線
は
横
断
歩

道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
場
所
は
近
年
交
通
量
も

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
横

断
歩
道
の
設
置
に
向
け
関
係
機

関
に
要
請
を
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員
　
災
害
時
に
区
民
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
に

非
常
用
の
発
電
機
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
。

安
富
祖
昇
　
総
務
課
長
　
町
が

指
定
し
て
い
る
避
難
場
所
は
整

備
を
し
て
い
る
が
中
川
地
区
公

民
館
は
避
難
場
所
の
指
定
を
し

て
い
な
い
た
め
整
備
は
し
て
い

な
い
。

伊
藝
議
員
　
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
過

去
５
年
間
の
栽
培
農
家
、
栽
培

面
積
、
生
産
量
は
。

町
長
　（
左
表
の
と
お
り
）

伊
藝
議
員
　
農
家
の
平
均
栽
培

面
積
、
反
収
は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
で
平
均
面

積
42
・
54
ア
ー
ル
、
平
均
反
収

が
３
３
５
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。

伊
藝
議
員
　
町
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
る
か
。

町
長
　
苗
の
無
償
配
布
、
植
え

つ
け
奨
励
金
１
ア
ー
ル
当
た
り

５
２
５
円
、
防
除
農
薬
代
の
補

助
、
機
械
収
穫
ト
ン
当
た
り
１

０
０
０
円
の
補
助
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長

仲
間
一
　町
長

安
富
祖
昇
　総
務
課
長

雑草が生い茂った歩道（中川区内の国道329号）

金武町で栽培しているサトウキビ

栽培農家数（戸）

栽培面積（ha）

生産量（トン）

H26

104

38.24

1,478

H27

115

38.4

1,439

H28

105

42.5

2,068

H29

99

45.1

1,760

H30

96

40.84

1,371



No.158（金武町議会だより）きんてんきんてん
外
間
議
員
　
災
害
に
強
い
農
業

づ
く
り
と
産
地
交
付
金
の
取
組

み
状
況
は
。

仲
間 

一 

町
長
　
気
象
災
害
に

影
響
を
受
け
に
く
い
生
産
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
て
平
成
29

年
度
に
花
卉
農
家
３
戸
に
対
し

て
強
化
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
３
２

４
０
平
米
を
整
備
し
た
。
令
和

元
年
度
は
マ
ン
ゴ
ー
農
家
５
戸

に
対
し
て
整
備
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
産
地
交
付
金

は
30
年
度
に
田
芋
農
家
34
戸
に

対
し
て
国
か
ら
交
付
金
が
支
給

さ
れ
て
い
る
。

外
間
議
員
　
農
家
の
育
成（
人
・

農
地
プ
ラ
ン
）
の
取
組
み
状
況

は
。

町
長
　
担
い
手
不
足
や
遊
休
地

問
題
等
の
諸
課
題
に
対
し
て
新

規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
や
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
の

活
用
、
農
地
集
積
等
を
町
、
農

業
委
員
、
農
家
が
話
し
合
い
を

持
ち
課
題
解
決
に
向
け
て
取
組

ん
で
い
る
。

外
間
議
員
　
金
武
町
特
産
品
の

振
興
、指
定
状
況
と
支
援
策
は
。

町
長
　
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
イ
ン
の

産
地
協
議
会
に
お
い
て
拠
点
産

地
化
に
向
け
て
新
品
種
導
入
事

業
や
施
設
整
備
事
業
等
に
取
組

ん
で
い
る
。

外
間
議
員
　
農
家
の
経
営
安
定

と
平
均
所
得
の
向
上
支
援
策

は
。

町
長
　
県
の
指
導
の
元
で
、
既

存
品
種
の
改
善
に
よ
る
高
収
益

化
や
新
規
作
目
の
導
入
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
安
定

化
及
び
所
得
の
向
上
に
努
め
て

い
く
。

外
間
議
員
　
町
独
自
の
農
業
施

策
の
取
組
み
状
況
は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
か
ら
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
経
営
診

断
・
講
習
会
、
農
業
経
営
改
善

計
画
作
成
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
個
々
の
農
家
が
収

支
決
算
等
を
把
握
・
分
析
し
、

安
定
的
な
農
業
経
営
が
行
え
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
く
。

外
間
議
員
　
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
の

露
地
植
え
さ
れ
る
も
の
に
対
し

て
災
害
に
強
い
農
業
づ
く
り
と

い
う
の
は
ど
う
行
っ
て
い
く

か
。

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長
　

台
風
通
過
後
の
塩
害
対
策
等
の

栽
培
管
理
の
指
導
を
徹
底
し
な

が
ら
共
済
加
入
も
進
め
て
い

る
。

外
間
議
員
　
共
済
の
加
入
率

は
。

農
林
水
産
課
長
　
水
稲
は
80
・

４
％
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
57
・

３
％
。
園
芸
施
設
は
25
・
９
％

で
あ
る
。

外
間
議
員
　
田
芋
農
家
１
世
帯

当
た
り
の
産
地
交
付
金
は
幾
ら

か
。

農
林
水
産
課
長
　
平
均
５
万
７

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

外
間
議
員
　
町
民
や
社
交
業
飲

食
店
等
の
経
営
者
か
ら
の
要
望

が
あ
る
が
ギ
ン
バ
ル
の
ホ
テ
ル

完
成
等
も
見
据
え
た
町
の
観
光

客
の
受
け
入
れ
態
勢
整
備
、
交

通
機
関
の
充
実
は
急
務
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

町
長
　
公
共
交
通
機
関
は
タ
ク

シ
ー
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
需
要
に
十
分
対
応
で
き
な

い
状
況
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
ギ
ン
バ
ル
地
区
で
の
ホ
テ
ル

等
の
計
画
に
伴
い
、
多
数
の
観

光
客
が
来
町
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
事
業
者
に
よ

る
対
応
の
調
整
や
商
工
会
等
と

も
連
携
し
て
交
通
機
関
の
充
実

に
取
組
ん
で
い
く
。

外
間
議
員
　
保
育
園
児
ら
を
巻

き
込
ん
だ
事
故
等
を
受
け
、
町

の
対
策
は
。

町
長
　
散
歩
を
含
む
園
外
活
動

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
目
的

地
ま
で
の
経
路
や
引
率
職
員
の

配
置
等
、
安
全
面
の
事
前
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
各
地
区

公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
放
課

後
子
ど
も
教
室
に
お
い
て
児
童

を
対
象
に
不
審
者
対
策
や
警
察

出
前
講
座
を
行
い
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
行
動
に
つ
い
て

指
導
し
て
い
る
。

仲
間
一 

町
長

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

糸
村
昌
敏
　農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

比
嘉
貴
一
　教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

令和元年9月3日

8

（金武町議会だより）きんてんきんてん

外間  慎仁　議員

農
業
政
策
、支
援
の
在
り
方

農
業
政
策
、支
援
の
在
り
方

園
児・児
童
生
徒
の
安
全
、安

心
な
散
歩
、通
学
路
の
確
保

そ
の
他
の
質
問
事
項

保
育
料
の
無
償
化

経営診断・講習会



伊
芸
議
員
　
神
奈
川
県
で
起
き

た
児
童
・
生
徒
の
事
故
で
国
は

全
国
の
小
中
学
校
に
お
け
る
登

下
校
時
の
安
全
確
保
を
指
示
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長
　
県
が
策

定
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
て
６
月
６
日
に
行
わ

れ
た
教
頭
会
に
お
い
て
内
容
を

確
認
し
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
児
童
生
徒
へ
意
識

啓
発
を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
防
犯
の
取
組
み

は
各
地
区
公
民
館
で
実
施
し
て

い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
お

い
て
、
児
童
を
対
象
に
不
審
者

対
策
や
警
察
出
前
講
義
を
行

い
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

行
動
に
つ
い
て
指
導
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
が
策
定
し
た
登
下

校
防
犯
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
通
学

路
の
点
検
を
町
、
学
校
、Ｐ
Ｔ

Ａ
、
各
区
長
、
警
察
署
と
協
働

で
実
施
し
て
危
険
箇
所
の
把
握

に
努
め
て
お
り
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
、
金
武
町
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
で
の
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
活
か
し
て
い

る
。

　
今
後
は
教
育
委
員
会
広
報
紙

く
く
む
に
お
い
て
不
審
者
に
出

会
っ
た
時
に
逃
げ
込
む
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
所
在
地
等
を
掲
載
し
、
児
童

生
徒
や
町
民
全
体
へ
広
く
周
知

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保
は
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
防
犯
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

伊
芸
議
員
　
路
線
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
児
童
生
徒
も
い
る
が

バ
ス
停
で
の
安
全
対
策
の
検
討

は
。

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長
　
路

線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
嘉
芸

小
学
校
で
は
、
下
校
時
に
バ
ス

が
来
る
ま
で
先
生
が
付
き
添
っ

て
い
る
。

　
当
面
は
こ
の
対
策
を
取
組
ん

で
い
く
。

伊
芸
議
員
　
学
校
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
た
め
ガ
ー
ド
マ
ン
を

配
置
し
て
安
全
対
策
を
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
学
校
周
辺
で
不
審
者

が
出
た
場
合
も
地
域
の
区
長
に

連
絡
し
て
金
武
町
教
育
委
員
会

と
防
犯
を
担
う
総
務
課
と
各
区

の
青
色
回
転
灯
と
い
う
こ
と
で

巡
回
し
て
い
る
。

伊
芸
議
員
　
屋
嘉
区
に
交
通
安

全
指
導
用
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
老
朽
化
が
進
み
破
損

し
て
い
る
。

　
新
た
に
設
置
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

仲
間 

一
　
町
長
　
当
該
区
有

地
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
活
用

方
法
も
含
め
屋
嘉
区
と
協
議
し

て
い
く
。

伊
芸
議
員
　
町
の
事
業
と
し
て

信
号
機
、ブ
ラ
ン
コ
、滑
り
台
、

シ
ー
ソ
ー
等
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
子
ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
公

園
整
備
を
し
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
大
人
や
子
ど
も
が
憩
え

る
場
所
と
し
て
屋
嘉
区
と
話
し

合
い
を
し
て
整
備
し
て
い
き
た

い
。

伊
芸
議
員

伊
芸
議
員

伊
芸
議
員

伊
芸
議
員

伊
芸
議
員

町
長

No.158 令和元年9月3日
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児
童
、生
徒
の
安
全
対
策

公
　園
　整
　備

比
嘉
貴
一
　教
育
長

伊芸  政男　議員

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長

教
育
長

仲
間 

一
　町
長

嘉芸小学校バス停

防犯のために巡回しているパトロール車

現在使用されていない交通公園



仲
村
議
員
　
中
川
第
４
団
地
の

進
捗
状
況
は
。

仲
間
一
　
町
長
　
今
年
10
月
末

の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
そ

の
後
入
居
を
進
め
て
い
く
。

仲
村
議
員
　
中
川
区
の
人
口
増

を
図
る
た
め
多
子
世
帯
入
居
を

目
的
に
団
地
を
建
設
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
多
子
世
帯
だ
け
を

入
居
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

町
長
　
中
川
第
４
団
地
は
地
域

活
性
化
、
定
住
人
口
の
増
加
等

を
目
的
に
若
年
層
や
子
育
て
世

帯
を
主
な
対
象
と
し
た
位
置
づ

け
の
団
地
と
し
て
建
設
し
て
い

る
。

仲
村
議
員
　
中
川
区
内
の
民
間

貸
家
や
既
存
の
中
川
町
営
団
地

か
ら
の
入
居
希
望
者
も
い
る
と

思
う
が
、
当
初
の
目
的
で
あ
る

人
口
増
が
望
め
る
か
。
建
設
検

討
委
員
会
で
話
し
合
い
は
し
て

い
る
か
。

町
長
　
入
居
者
選
考
委
員
会
に

お
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
入

居
要
件
は
、
基
本
的
に
広
く
募

集
し
、
そ
の
中
で
特
に
人
口
の

少
な
い
中
川
区
の
人
口
増
加
に

寄
与
す
る
入
居
者
を
可
能
な
範

囲
内
で
選
定
で
き
る
よ
う
入
居

者
選
考
委
員
会
で
選
考
す
る
。

仲
村
議
員
　
入
居
者
選
考
委
員

会
の
構
成
員
は
。

町
長
　
構
成
員
は
金
武
町
営
住

宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規

則
に
基
づ
き
、
副
町
長
、
総
務

課
長
、
保
健
福
祉
課
長
、
こ
ど

も
支
援
課
長
、住
民
生
活
課
長
、

建
設
課
長
、
税
務
課
長
、
学
校

教
育
課
長
の
８
名
で
構
成
し
て

い
る
。

仲
村
議
員
　
人
口
が
少
な
く
中

川
小
学
校
が
複
式
学
級
に
な
ら

な
い
よ
う
に
金
武
か
ら
通
っ
て

い
る
生
徒
も
い
る
。
中
川
区
の

子
ど
も
の
推
移
状
況
は
。

知
念 

久 

学
校
教
育
課
長
　

各
学
年
10
名
以
上
の
児
童
生
徒

は
い
る
。
転
出
し
な
い
限
り
は

将
来
的
に
複
式
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
現
在
の
３
年
生
、
４
年
生
は

少
な
い
が
そ
れ
以
外
の
学
年
は

複
式
に
な
る
こ
と
は
想
定
し
て

い
な
い
。

仲
村
議
員
　
下
水
道
に
接
続
す

る
家
庭
が
今
後
も
増
え
て
く
る

と
考
え
る
が
、
現
在
町
が
負
担

し
て
い
る
し
尿
投
入
費
、
し
尿

処
理
業
務
負
担
金
等
は
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　
集
落
排
水
へ
の
接
続
す

る
建
物
が
増
え
る
こ
と
で
町
の

負
担
す
る
し
尿
処
理
費
の
縮
減

に
繋
が
る
。
町
は
下
水
道
へ
の

接
続
を
推
進
す
る
た
め
県
の
効

果
促
進
事
業
と
い
う
補
助
制
度

を
活
用
し
、
接
続
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
効
果
促
進
事
業
の
終
了
す
る

令
和
３
年
度
に
は
一
部
の
集
落

排
水
未
整
備
地
域
を
除
き
、
町

の
し
尿
処
理
費
用
の
負
担
廃
止

を
検
討
し
て
い
る
。

仲
村
議
員
　
補
助
が
廃
止
に
な

る
と
住
民
に
は
負
担
が
か
か

る
。
も
っ
と
住
民
に
説
明
会
等

の
周
知
し
た
方
が
良
い
と
考
え

る
が
。

伊
藝 

誠 

上
下
水
道
課
長
　

平
成
28
年
度
か
ら
何
回
か
説
明

会
を
各
区
で
開
催
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
夜
間
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
疑
問
の
あ
る
方
に
説
明

を
し
た
。
今
後
も
接
続
率
を
伸

ば
す
た
め
に
取
組
ん
で
い
く
。

仲
間
一 

町
長

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

仲
村
議
員

町
長

伊
藝 

誠 

上
下
水
道
課
長

町
長

町
長

町
長
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知
念 

久 

学
校
教
育
課
長

仲村  広美　議員

中 

川 

第 

４ 

団 

地

集 

落 

排 

水 

事 

業

中川第４団地の建設状況

集落排水接続率

金武地区

並里地区

屋嘉地区

全　体

H28

0.69％

4.18％

36.46％

8.14％

H29

2.63%

16.97%

40.17%

13.70%

H30

7.03％

31.03％

43.43％

20.85％



大
城
議
員
　
米
軍
飛
行
訓
練
に

よ
る
町
内
の
騒
音
問
題
に
関
し

て
沖
縄
防
衛
局
へ
の
要
請
行
動

と
成
果
は
。

仲
間 

一
　
町
長
　
平
成
30
年

６
月
定
例
会
終
了
後
に
金
武

町
、
宜
野
座
村
、
恩
納
村
で
構

成
す
る
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン

に
関
す
る
３
町
村
連
絡
協
議
会

で
米
軍
ヘ
リ
の
住
宅
地
上
空
及

び
夜
間
飛
行
訓
練
を
中
止
す
る

よ
う
抗
議
、
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
も
飛
行
訓
練
に
よ

る
騒
音
が
激
し
い
場
合
に
は
同

局
へ
口
頭
で
抗
議
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
令
和

元
年
５
月
ま
で
の
間
に
11
件
の

抗
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
再
三
の
抗
議
に
も

関
わ
ら
ず
、
現
在
も
ヘ
リ
に
よ

る
騒
音
は
治
ま
っ
て
お
ら
ず
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。

大
城
議
員
　
沖
縄
防
衛
局
が
直

接
米
軍
に
伝
え
て
い
る
の
か
防

衛
省
か
ら
米
軍
に
伝
え
て
い
る

の
か
。

金
城 

司 

企
画
課
長
　
沖
縄
防

衛
局
か
ら
直
接
米
軍
に
要
請
し

て
い
る
。

大
城
議
員
　
最
近
の
飛
行
訓
練

の
騒
音
状
況
と
行
政
の
対
策

は
。

町
長
　
90
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒

音
は
平
成
30
年
４
月
か
ら
31
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
で
累
計
２

４
８
回
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
米
軍
ヘ
リ
の
住
宅
地
上
空
及

び
夜
間
飛
行
訓
練
の
中
止
を
引

き
続
き
抗
議
、要
請
し
て
い
く
。

ま
た
、
町
内
公
共
施
設
屋
上
に

米
軍
ヘ
リ
が
住
宅
地
上
空
を
飛

行
し
た
際
に
訓
練
区
域
外
で
あ

る
こ
と
が
識
別
で
き
る
よ
う
な

表
示
を
施
し
て
い
く
。

大
城
議
員
　
高
齢
者
の
事
故
が

年
々
増
え
て
き
て
る
が
石
川
警

察
署
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況

は
。

町
長
　
平
成
31
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
元
年
５
月
末
日
ま
で
の

石
川
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故

は
57
件
で
あ
る
。
そ
の
内
16
件

が
金
武
町
内
で
発
生
し
た
事
故

で
あ
り
、
高
齢
者
に
起
因
す
る

事
故
は
４
件
、
町
内
に
お
け
る

事
故
の
25
％
を
占
め
て
い
る
。

大
城
議
員
　
石
川
警
察
署
内
の

運
転
免
許
証
の
返
納
状
況
は
。

町
長
　
石
川
警
察
署
管
内
か
ら

平
成
29
年
に
35
件
、
30
年
に
28

件
、
31
年
１
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
に
８
件
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

大
城
議
員
　
沖
縄
県
内
で
の
自

主
返
納
者
を
対
象
と
し
た
優
遇

措
置
は
。

町
長
　
公
共
バ
ス
や
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
な
ど
の
50
％
運
賃
割
引

や
民
間
温
泉
施
設
の
５
０
０
円

引
き
、
そ
の
他
商
品
購
入
時
の

割
引
等
の
特
典
事
例
が
あ
る
。

大
城
議
員
　
他
自
治
体
が
独
自

で
行
っ
て
い
る
優
遇
措
置
は
。

安
富
祖
昇
　
総
務
課
長
　
沖
縄

市
が
巡
回
バ
ス
、
北
谷
町
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
支
援
制
度

の
優
遇
措
置
を
し
て
い
る
。

大
城
議
員
　
町
独
自
で
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
商
店
等
含
め
て
支

援
制
度
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
く
。

大
城
議
員
　
現
在
の
交
通
状
況

と
交
通
渋
滞
の
緩
和
は
。

町
長
　
開
通
前
と
比
較
し
て
渡

慶
頭
原
か
ら
中
川
ま
で
の
区
間

に
お
い
て
交
通
が
分
散
し
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
朝
の
通
勤

時
は
屋
嘉
か
ら
金
武
向
け
、
夕

方
の
退
勤
時
に
は
金
武
か
ら
屋

嘉
向
け
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い

る
状
況
が
あ
る
。

大
城
議
員
　
街
灯
の
設
置
は
。

町
長
　
バ
イ
パ
ス
に
は
30
基
街

灯
を
設
置
し
て
い
る
。

大
城
議
員
　
浜
田
口
の
入
口
、

出
口
の
信
号
機
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
合
流
車
線
は
。

町
長
　
浜
田
口
の
信
号
機
は
時

差
式
で
な
い
た
め
混
雑
時
に
は

数
台
右
折
す
る
よ
う
な
状
況
で

あ
る
。
信
号
機
を
時
差
式
変
更

や
合
流
車
線
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

通
行
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

協
議
し
、
渋
滞
の
緩
和
及
び
安

全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
取
組

ん
で
い
く
。

大
城
議
員
　
金
武
中
学
校
側
の

合
流
道
路
の
道
路
標
識
と
安
全

状
況
は
。

町
長
　
車
両
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
北
部
国
道
事
務
所
や

石
川
警
察
署
と
協
議
し
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
標
識
等
を
設
置

し
、安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

金
城 

司 

企
画
課
長

仲
間
一 

町
長

No.158 令和元年9月3日

11

（金武町議会だより）きんてんきんてん

米
軍
飛
行
訓
練
に
よ
る

騒
音
問
題

高
齢
者
の
交
通
事
故

金
武
バ
イ
パ
ス
の
開
通

大城  一之　議員

安
富
祖
昇
　総
務
課
長

総
務
課
長

安全対策として設置されている標識



池
原
議
員
　
総
務
省
は
下
水
道

事
業
と
簡
易
水
道
事
業
に
対
し

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
を
求

め
る
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定
し
た
が
、
町
は
移
行
へ
の

工
程
表
等
検
討
し
て
い
る
か
。

仲
間
一
　
町
長
　
町
は
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
集
落
排
水

事
業
の
接
続
向
上
に
努
め
て
お

り
、
公
営
企
業
会
計
の
安
定
的

な
運
用
時
期
を
見
計
ら
い
、
移

行
に
向
け
工
程
表
の
検
討
を

図
っ
て
い
く
。

池
原
議
員
　
指
定
管
理
の
集
落

排
水
及
び
簡
易
水
道
の
適
用
は

ど
う
な
る
の
か
。

町
長
　
指
定
管
理
の
集
落
排
水

及
び
簡
易
水
道
の
適
用
は
、
新

た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
準
じ

て
、
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

時
期
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

池
原
議
員
　
水
道
料
金
が
一
般

家
庭
の
８
㎥
は
基
本
料
金
で
１

㎥
増
え
る
ご
と
に
80
円
増
だ

が
、
集
落
排
水
事
業
は
60
円
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
何

か
。

池
原 

均 

副
町
長
　
１
年
間
に

か
か
る
維
持
管
理
費
用
、
そ
れ

を
１
年
間
の
下
水
道
で
使
う
水

の
水
量
で
割
り
60
円
と
し
て
い

る
。
基
本
的
に
は
水
道
料
金
を

参
考
に
し
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。
約
80
％
の
接
続
率
を
基
準

で
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
今
年
度
の
主
要
施

策
に
大
型
ホ
テ
ル
及
び
温
泉
・

宿
泊
施
設
な
ど
の
建
設
計
画
を

踏
ま
え
た
人
材
育
成
と
し
て
ホ

テ
ル
業
務
の
実
地
研
修
を
実
施

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
ど
う
人
材
育
成
に
取
組

む
の
か
。

町
長
　
ホ
テ
ル
業
務
実
施
研
修

は
運
営
予
定
者
が
町
内
で
業
務

説
明
会
を
行
い
、
書
類
選
考
・

面
接
等
を
行
っ
た
後
幹
部
候
補

生
と
し
て
本
土
で
約
２
週
間
、

業
務
実
地
研
修
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

池
原
議
員
　
人
材
育
成
は
就
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
事
業

か
。

安
富
祖
勧
　
商
工
観
光
課
長
　

事
業
主
体
は
金
武
町
就
活
支
援

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

池
原
議
員
　
雇
用
対
策
は
。

町
長
　
就
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
役
割
を
し
て

お
り
、
希
望
者
に
は
登
録
を
し

て
も
ら
い
就
職
案
内
や
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

池
原
議
員
　
予
算
で
は
一
括
交

付
金
を
活
用
し
て
就
活
支
援
セ

ン
タ
ー
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
３
名
を
現
地
に
派
遣
し

て
研
修
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
実
施
主
体
は
ホ
テ

ル
か
。

商
工
観
光
課
長
　
計
画
で
は
温

泉
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
、
複
合
施

設
の
事
業
運
営
を
予
定
し
て
い

る
事
業
者
が
説
明
会
を
行
い
、

町
民
に
業
務
内
容
を
聞
い
て
も

ら
い
、
希
望
す
る
人
か
ら
３
名

程
度
選
考
し
本
土
で
研
修
を
行

う
と
い
う
形
に
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
令
和
２
年
度
の
事

業
実
施
計
画
の
中
に
伊
芸
地
区

が
じ
ま
る
公
園
に
遊
具
の
設
置

工
事
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
計

画
の
具
体
的
内
容
は
。

町
長
　
６
歳
児
か
ら
12
歳
児
を

対
象
と
し
た
児
童
用
の
遊
具
を

整
備
し
、
公
園
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
く
。
公
園
の
管
理
と

遊
具
の
選
定
は
、
伊
芸
区
と
調

整
を
し
て
い
く
。

池
原
議
員
　
が
じ
ま
る
公
園
付

近
の
道
路
は
車
の
出
入
り
も
多

く
危
険
な
た
め
ハ
ン
プ
等
の
整

備
も
必
要
で
は
。

宝 

正
徳 

建
設
課
長
　
町
道
伊

芸
８
号
線
は
幅
員
を
大
き
く
し

た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を

出
す
車
が
か
な
り
い
る
た
め
ハ

ン
プ
が
ど
の
辺
り
に
必
要
な
の

か
、
子
ど
も
が
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
そ
の
公
園
周
辺
に
フ
ェ

ン
ス
設
置
等
を
検
討
し
て
い

く
。

仲
間
一 

町
長

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

町
長

町
長

宝 

正
徳 

建
設
課
長

町
長

町
長

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

雇 

用 

対 

策 

の 

推 

進
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安
富
祖
勧
　商
工
観
光
課
長

池
原 

均 

副
町
長

商
工
観
光
課
長

池原  政文　議員

が
じ
ま
る
公
園
遊
具
設
置

かじまる公園交通量が多いがじまる公園付近の道路



松
田
議
員
　
金
武
バ
イ
パ
ス
の

利
便
性
、
安
全
性
、
道
路
線
形

等
満
足
で
き
る
も
の
か
。

仲
間 

一 

町
長
　
渡
慶
頭
原
交

差
点
の
暫
定
的
な
供
用
開
始
に

よ
る
影
響
や
金
武
中
学
校
付
近

の
合
流
地
点
で
の
事
故
の
発
生

等
、
開
通
後
に
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
問
題
が
あ
る
。

　
今
後
は
一
日
も
早
い
渡
慶
頭

原
交
差
点
の
同
バ
イ
パ
ス
本
線

へ
の
切
替
や
、
渋
滞
解
消
に
向

け
た
国
道
３
２
９
号
の
４
車
線

化
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

要
請
を
し
て
い
く
。

松
田
議
員
　
渡
慶
頭
の
合
流
地

点
の
道
路
が
短
い
た
め
延
長
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

金
城 

司 

企
画
課
長
　
北
部
国

道
事
務
所
と
し
て
は
現
在
の
線

形
を
約
１
年
間
通
し
状
況
を
鑑

み
て
信
号
機
で
対
応
か
、
線
形

を
変
更
か
、
合
流
地
点
の
延
長

を
す
る
の
か
ど
う
か
町
と
北
部

国
道
事
務
所
で
話
し
合
い
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

松
田
議
員
　
当
初
は
道
路
両
側

５
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
の
予
定

だ
っ
た
が
２
・
５
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
し
か
な
い
が
。

町
長
　
金
武
中
学
校
か
ら
渡
慶

頭
ま
で
の
間
の
沖
縄
電
力
側
や

漁
港
側
の
法
面
等
、
北
部
国
道

事
務
所
が
買
収
し
た
残
地
が
あ

り
、
こ
れ
を
町
に
寄
附
し
た
い

と
い
う
申
し
出
が
あ
る
た
め
、

道
路
も
含
め
て
町
で
考
え
て
い

く
。

松
田
議
員
　
現
在
の
海
神
祭
は

町
ぐ
る
み
の
盛
況
は
影
を
ひ
そ

め
て
い
る
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
漁
協
と
町
が
手
を
取
り
合

い
、
完
成
す
る
ギ
ン
バ
ル
の

ビ
ー
チ
で
豊
漁
祈
願
、
ギ
ン
バ

ル
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並

行
し
た
ハ
ー
リ
ー
大
会
は
有
益

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
　
過
去
に
は
金
武
ブ

ル
ー
・
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
時

期
も
あ
り
、
多
く
の
町
民
が
参

加
す
る
ハ
ー
リ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
た
経
緯
も
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
町
民
ぐ
る
み
で

楽
し
め
、
集
客
も
見
込
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
期
待
で
き
る
の

で
ギ
ン
バ
ル
海
浜
で
の
開
催
を

含
め
て
漁
業
協
同
組
合
と
協
議

し
て
い
く
。

松
田
議
員
　
町
も
協
力
を
し
て

海
人
と
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て

ハ
ー
リ
ー
大
会
を
盛
大
に
盛
り

上
げ
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
県
が
工
事
進
め
て
い
る

ギ
ン
バ
ル
海
岸
整
備
事
業
は
浜

の
長
さ
が
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル

あ
る
。
そ
の
入
口
は
ホ
テ
ル
、

マ
ン
シ
ョ
ン
、
温
泉
・
宿
泊
施

設
等
が
で
き
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

　
新
し
く
正
式
な
海
水
浴
場
と

し
て
で
き
る
た
め
、
ギ
ン
バ
ル

海
岸
で
の
開
催
を
進
め
て
い
き

た
い
。

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

町
長

町
長

町
長

金
武
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通

仲
間
一 

町
長
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海
　神
　祭
　開
　催

金
城 

司 

企
画
課
長

松田  義政　議員

渡慶頭原の合流地点

歩道が整備されていない金武バイパス（発電所入口）

6月8日に行われた海神祭（浜田船溜場）整備が進むギンバル海岸



崎
浜
議
員
　
米
軍
普
天
間
飛
行

場
周
辺
の
河
川
等
か
ら
有
害
な

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
P
F
O
S

（
ピ
ー
ホ
ス
）P
F
O
A（
ピ
ー

ホ
ア
）
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ

た
問
題
で
町
の
基
地
か
ら
の
環

境
へ
の
影
響
と
し
て
町
内
の
河

川
の
安
全
性
は
。

仲
間
一 

町
長
　
定
期
的
な
河

川
の
水
質
調
査
は
行
っ
て
な
い

た
め
今
後
は
主
要
な
河
川
等
に

つ
い
て
は
定
期
的
な
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
く
。

崎
浜
議
員
　
環
境
補
足
協
定
の

内
容
は
。

町
長
　
環
境
面
に
お
い
て
日
米

地
位
協
定
を
補
足
し
、
合
衆
国

軍
隊
に
関
連
す
る
環
境
管
理
の

た
め
の
両
国
間
の
協
力
を
促
進

す
る
も
の
で
あ
る
。

崎
浜
議
員
　
基
地
内
の
立
ち
入

調
査
は
。

町
長
　
環
境
補
足
協
定
に
お
け

る
基
地
内
の
立
ち
入
り
が
で
き

る
の
は
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
故
が
現
に
発
生
し
た
場
合
と

施
設
・
区
域
の
返
還
に
関
連
す

る
現
地
調
査
を
行
う
場
合
と

な
っ
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
を
通
る
河
川
に
つ
い
て
町

は
町
民
の
安
心
・
安
全
を
考
え

る
上
で
ど
う
い
う
ふ
う
な
対
策

を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
か
。

町
長
　
基
地
と
つ
な
が
っ
て
い

る
全
河
川
は
調
査
し
て
い
く
。

崎
浜
議
員
　
養
殖
事
業
の
現
状

は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
実
績
で
も

ず
く
養
殖
が
12
戸
、
水
揚
げ
量

が
１
１
４
ト
ン
、
海
ぶ
ど
う
養

殖
が
12
戸
で
水
揚
げ
量
が
15
ト

ン
と
な
っ
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
漁
業
の
６
次
産
業

化
は
。

町
長
　
現
在
、
６
次
産
業
化
は

取
組
め
て
な
い
が
、
将
来
的
に

直
売
、
加
工
、
飲
食
機
能
等
が

一
体
と
な
っ
た
観
光
交
流
物
産

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
漁
業
者

の
所
得
向
上
へ
つ
な
が
る
新
た

な
取
組
み
が
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
町
も
金
武
漁
業
協
同

組
合
と
連
携
し
て
取
組
ん
で
い

く
。

崎
浜
議
員
　
金
武
漁
港
内
の
港

湾
管
理
と
そ
の
敷
地
の
活
用

は
。

町
長
　
県
か
ら
金
武
港
湾
金
武

地
区
の
管
理
を
金
武
漁
業
協
同

組
合
が
委
託
を
受
け
て
管
理
し

て
い
る
。

　
敷
地
の
活
用
は
平
成
15
年
度

か
ら
金
武
漁
業
協
同
組
合
海
ぶ

ど
う
部
会
が
県
の
許
可
を
受
け

海
ぶ
ど
う
養
殖
施
設
を
設
置

し
、
港
湾
施
設
の
一
部
を
活
用

し
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
観
光
漁
業
は
。

町
長
　
組
合
員
４
名
が
沖
釣
り

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
並
里
・
金
武
・
伊

芸
・
屋
嘉
の
漁
港
の
活
用
は
。

町
長
　
並
里
・
金
武
・
伊
芸
・

屋
嘉
の
船
揚
げ
場
の
活
用
は
沖

縄
県
が
物
揚
げ
場
や
船
揚
げ
場

と
し
て
港
湾
施
設
を
整
備
し
て

お
り
、
組
合
員
が
出
漁
の
際
に

使
用
す
る
ほ
か
台
風
等
災
害
時

に
船
を
陸
上
へ
引
き
上
げ
る
場

所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
海
ぶ
ど
う
を
養
殖

し
て
い
る
の
は
何
組
か
。

糸
村
昌
敏 

農
林
水
産
課
長
　

８
組
合
員
が
生
産
を
し
て
い

る
。

崎
浜
議
員
　
海
ぶ
ど
う
の
施
設

整
備
を
す
る
考
え
は
。

農
林
水
産
課
長
　
町
内
で
適
地

が
な
い
か
漁
業
組
合
と
協
力
し

て
調
査
研
究
し
て
い
る
。

崎
浜
議
員
　
医
療
施
設
の
開
設

が
遅
れ
た
こ
と
に
対
し
、
町
が

起
こ
し
た
訴
訟
の
こ
れ
ま
で
の

経
緯
と
状
況
は
。

町
長
　
医
療
法
人
ほ
く
と
会
と

平
成
26
年
４
月
を
開
業
予
定
と

し
て
協
定
を
締
結
し
、
事
業
を

推
進
し
て
い
た
が
開
業
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
町
は
協
定
を
解

除
し
27
年
７
月
に
新
た
な
運
営

法
人
を
選
定
し
た
後
、
開
業
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
そ
の
間
施

設
の
維
持
管
理
に
係
る
費
用
を

町
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
28
年
３
月
31
日
協
定
書
の

不
履
行
に
基
づ
き
、
那
覇
地
方

裁
判
所
名
護
支
部
に
債
務
を
引

き
継
い
だ
医
療
法
人
ユ
カ
リ
ア

沖
縄
を
提
訴
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
裁
判
の
状
況
は
現

在
ま
で
に
口
頭
弁
論
が
２
回
と

弁
論
準
備
手
続
が
20
回
、
計
22

回
終
了
し
て
い
る
。
裁
判
は
現

在
も
係
争
中
で
勝
訴
で
き
る
よ

う
取
組
ん
で
い
く
。
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崎浜  秀幸　議員

環
　境
　問
　題

漁
　業
　振
　興

賠 

償 

請 

求 

訴 

訟

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

崎
浜
議
員

町
長

町
長

町
長

仲
間
一 

町
長

糸
村
昌
敏 

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

海ぶどう施設
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件　　　　　　名

令和元年　第２回（６月）定例会

令和元年　第２回（６月）定例会　議決結果一覧
議決結果

専決処分の承認について（金武町税条例の一部を改正する条例）
　地方税法の一部を改正する法律等が平成31年3月29日に公布されたことに伴い、金武町税条
例の一部を改正し、平成31年4月1日から施行する必要が生じたため、同条例の改正について議会
の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことから地方
自治法第179条第1項の規定により専決処分を行い議会へ報告し、承認を求めるもの。
専決処分の承認について（金武町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例）
　沖縄振興特別措置法第９条等の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場
合等を定める省令等の一部改正が平成31年3月30日に公布されたことに伴い、金武町固定資産
税の課税免除に関する必要が生じたため、議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため
議会を招集する時間的余裕がないことから地方自治法第179条第1項の規定により専決処分を行
い議会へ報告し、承認を求めるもの。
令和元年度金武町一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ3億5,136万1,000円を追加し、補正後の予算総額を102億658万8,000円
とするもの。補正の主なものは、歳入で土木費国庫補助金8,159万9,000円の増、特定防衛施設調
整交付金6,873万円の増。歳出で屋内運動場施設整備費1億568万8,000円の増である。
令和元年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ184万8,000円を追加し、総額18億1,754万3,000円とするもの。
補正の主なものは、歳入で保険給付費等交付金の49万7,000円の増である。

金武町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について
　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正に伴い、金武町でも同様の報酬額を
適用することから、金武町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正するもの。
令和元年度金武町有線放送電話事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ70万2,000円を増額し、総額を2,340万9,000円とするもの。
補正の主なものは、歳入で施設整備基金繰入金70万2,000円の増、歳出で施設管理費70万
2,000円の増である。
令和元年度金武町水道事業会計補正予算（第１号）
　収益的収入及び支出
水道事業費用1,994万2,000円を加え、4億8,851万4,000円とするもの。収益的支出の水道事業
費用114万7,000円を加え、4億9,017万円とするもの。補正の主なものは、金武町水道事業給水
条例を改正による官公署用水道料金収入増、屋嘉地区（小浜原）給水管工事による増。
　資本的収入及び支出
資本的収入479万4,000円を加え1,579万6,000円とし、資本的支出に600万9,000円を加え
7,221万5,000円とするもの。補正の主なものは中川地区排水管（先謝原）設計業務、町道金武
182号線配水管布設工事によるものである。
工事請負契約締結について
　件　　　　名：伊芸地区農業集落排水機能強化対策事業処理施設改築工事
　契約の相手方：（有）國場電工
　契  約  金  額：６，０６９万６，０００円

令和元年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ19万3,000円を減額し、総額を1億1,272万1,000円とする。
補正の主なものは、人事異動に伴う人件費の減額である。
負担付き寄附の受け入れについて
　並里地区公民館講堂屋根改修工事に充てることを目的に、並里区から負担付き寄附を受け入れ
るもの。

承　　認
（全会一致）

承　　認
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

　令和元年第２回定例会が６月 18日（火）に招集され、21日（金）までの４日間の会期で開催された。
一般質問は 13名の議員が登壇した。
　各会計の補正予算や条例改正、教育委員、固定資産評価員の同意などの議案が上程され審議を行った。
議決結果は、下記のとおり。
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（金武町議会だより）きんてんきんてん

　７月８日（月）、宜野座村文化センターにおいて北部市町村議会議員・事務局職員研修
会が開催された。研修会では 1984 年のロサンゼルス五輪体操金メダリストで日本体育
大学学長の具志堅幸司氏が「エンジョイスポーツ ‒私と体操 -」と題して講演した。その
中で具志堅氏が大学生のときに足首の大けがで長期間療養した際に、足首以外の箇所が
徹底的に鍛えられると考えトレーニングし、退院後に復活した経験から自らが置かれて
いる現状を前向きに捉え行動することの大切さを話した。日本体育大学はスポーツ、健
康づくりの分野で社会貢献を図ることを目的に「体育・スポーツ振興に関する協定」を
北部 12市町村で構成する北部広域市町村圏事務組合と締結している。

北部市町村議会議員・事務局職員研修会

傍　聴　案　内
　議会を傍聴してみませんか。9月定例会は、9月１1日（水）開会を予定しております。

日程が決まり次第、有線放送やホームページでお知らせいたします。

詳細については、議会事務局へお問い合わせください。

金武町議会事務局　　有線電話：８－２２９２　ＮＴＴ：０９８－９６８－２２９２

件　　　　　　名 議決結果
工事請負契約締結について
　件　　　　名：伊芸地区農業集落排水機能強化対策事業処理施設改築工事（機械設備）
　契約の相手方：共和化工（株）・（株）丸政工務店　建設工事共同企業体
　契  約  金  額：２億４，３００万円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町パークゴルフ場管理棟建設工事（建築）
　契約の相手方：（有）大豊建設
　契  約  金  額：５，９９４万円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：給油施設改築工事
　契約の相手方：（有）國場電工
　契  約  金  額：７，７７６万円
教育委員の任命について
　宜野座幸男氏を教育委員に任命するため同意を求めるもの。
固定資産評価員の選任について
　新里朝治氏を固定資産評価員に選任するため同意を求めるもの。
請願第１号
　金武町条例の一部改正及び廃止に関する請願。

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

同　　意
（全会一致）
同　　意
（全会一致）
不 採 択

（全会一致）
可　　決
（全会一致）議員派遣に関する決議

自身の経験を語る具志堅幸司日本体育大学学長


